
※プログラム内容や人数によって教室が変更になることがあります。

コース

講義コード 講義名 開講日 教室

ク-1-1 全体ガイダンス 9:00 ～ 10:30

ク-1-2 くじらの基礎知識Ⅰ（種類、生態、魚類との違い等について） 10:40 ～ 12:10

ク-1-3 くじらの基礎知識Ⅱ（くじらが水産資源という考えについて） 9:00 ～ 10:30

ク-1-4 捕鯨の基礎知識Ⅰ（捕鯨は漁業なのか？について） 10:40 ～ 12:10

ク-1-5 捕鯨の基礎知識Ⅱ（IWCと調査捕鯨、国際機関と管理について） 9:00 ～ 10:30

ク-1-6 捕鯨の基礎知識Ⅲ（商業捕鯨再開と現状、漁業との競合について） 10:40 ～ 12:10

ク-1-7 捕鯨の歴史Ⅰ（世界の捕鯨史について） 9:00 ～ 10:30

ク-1-8 捕鯨の歴史Ⅱ（日本の捕鯨史について） 10:40 ～ 12:10

ク-1-9 捕鯨の歴史Ⅲ（山口・下関の捕鯨史について） 9:00 ～ 10:30

ク-1-10 くじらの利用と捕鯨文化Ⅰ（世界とノルウェーの捕鯨文化について） 10:40 ～ 12:10

ク-1-11 くじらの利用と捕鯨文化Ⅱ（日本の捕鯨文化と現状について） 9:00 ～ 10:30

ク-1-12 これからの捕鯨と捕鯨産業（日本（山口・下関）の捕鯨産業について） 10:40 ～ 12:10

コース

講義コード 講義名 開講日 教室

ク-2-1 全体ガイダンス 9:00 ～ 10:30

ク-2-2 水産経済から見た捕鯨Ⅰ（水産と捕鯨の政策について） 10:40 ～ 12:10

ク-2-3 水産経済から見た捕鯨Ⅱ（水産物とくじらの流通と価格、価格決定等について） 9:00 ～ 10:30

ク-2-4 水産経済から見た捕鯨Ⅲ（加工等について） 10:40 ～ 12:10

ク-2-5 水産経済から見た捕鯨Ⅳ（販売金額、消費の推移について） 9:00 ～ 10:30

ク-2-6 水産経済から見た捕鯨Ⅴ（戦前・戦後における捕鯨会社と捕鯨産業について） 10:40 ～ 12:10

ク-2-7
水産都市・下関の歴史・文化（「ふく」、「大手水産会社と遠洋漁業等」に

ついて）
9:00 ～ 10:30

ク-2-8 水産都市・下関の現状と将来（水産都市・下関の現状と課題について） 10:40 ～ 12:10

ク-2-9 鯨肉が持つ特性と鯨文化（鯨肉の特性と鯨食文化について） 9:00 ～ 10:30

ク-2-10 鯨食の普及啓発と取り組みについて（国内、山口・下関の事例について） 10:40 ～ 12:10

ク-2-11
鯨未利用部位を有効活用（鯨未利用部位を有効活用し、新たな製品化を目指す取

り組みについて）
9:00 ～ 10:30

ク-2-12 地域振興に「くじら」をどう活かすか（新たな捕鯨関連産業と地域振興について） 10:40 ～ 12:10

9月13日(土)

9月27日(土)

10月11日(土)

11月15日(土)

下関市立大学

本館2F

201教室

（予定）

科目名 ＜基2＞「くじら」と「捕鯨」の地域活性概論

＜基1＞「くじら」と「捕鯨」概論

7月12日(土)

7月26日(土)

「くじら」と「捕鯨」のスキルアップコース

開講時期 ８か月

講義数 全 12 講義

時限

時限

4月12日(土)

下関市立大学

本館2F

201教室

（予定）

4月26日(土)

5月10日(土)

5月24日(土)

6月14日(土)

6月28日(土)

【   2025年度 講義一覧表 】くじらと捕鯨の地域活性化　スキルアップコース

「くじら」と「捕鯨」の地域活性化　スキルアップコース

開講時期 ８か月

講義数 全 12 講義
科目名


